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	第1編　第3章　さまざまな人生観・倫理観・世界観Ⅱ
3節　人格の尊厳と人倫の思想
カントとヘーゲルの思考には、近代における
人間と近代社会のあり方がどのようにあらわれているか
１ カント―人格の尊厳
（教科書 p.100～103）
	


■学習課題
カントは道徳的な行為と人間のあり方をどのようにとらえたのだろうか。
●批判哲学〔p.100〕

〔　　　　　　　〕の批判的思考
・合理論と経験論の対立
→経験的な事実を無視すると合理論は独断論におちいり、経験論に固執するとどのような真理にも到達できない懐疑論に行きつく
・真理、義務、美について判断するときの心の働き（認識能力）とその限界を明らかにしようと試みる
→その試みを「〔　　　　　　〕」とよび、自身の哲学を構築
＝〔　　　　　　　　〕
●科学的認識の基礎づけ〔p.100～101〕

認識のコペルニクス的転回
・外界についての認識は、理性がアプリオリに（経験に先立って）もっている形式によっておこなわれる
・認識は、外界の対象を感性が時間・空間という形式にしたがって受け取り、それを悟性（知性）が因果性などの形式にしたがって把握することで成り立つ
→認識した対象を〔　　　　　　〕という
→ただし、感性に与えられる素材の背後にある物そのもの（〔　　　　　　　〕）を知ることはできない
・私たちは、物自体をあるがままに認識しているのではなく、認識に先立つ心の働きかけが、対象を現象として把握している
→「認識が対象にしたがう」から「対象が認識にしたがう」という考え方に転回
＝〔　　　　　　　　　　　　　〕
●道徳法則〔p.101～102〕

理性と道徳法則
・自然界に自然法則が存在しているように、人間にはしたがうべき〔　　　　　　　　〕が存在している
・人類共通の普遍的な理性が下す「人間ならばだれでも当然こうすべきである」という命令＝道徳法則
→「それ自身が同時に普遍的法則になりうるような〔　　　　　　〕（行動方針）にしたがって行為せよ」
●定言命法と仮言命法〔p.102～103〕

道徳法則の命令
・〔　　　　　　　　〕（「もしXを得たければYをせよ」）
…条件つきの命令であり、条件（X）がなくなれば意味を失う
・〔　　　　　　　　〕（「Yをせよ」）
…いかなる場合も成り立つ命令＝道徳法則
動機の重要性
・ある行為が道徳的か否かは、義務の念からなされたか否かにかかわる
→行為の目に見える外面（結果）ではなく、目に見えない内面（動機）にかかわる
→動機のよさ（〔　　　　　　　〕）だけを無条件に善いものと考える
＝〔　　　　　　　　〕
●自律としての自由〔p.103〕

カントの「自由」
・自分の理性の立てた法則にしたがう（道徳法則にしたがう）ことを、〔　　　　　　〕（意志の自律）とよぶ（⇔他律）
・自律にこそ人間の真の〔　　　　　　〕がある
・道徳的であること＝自律的であること＝自由であること
→自律の能力をもつ、理性ある存在＝〔　　　　　　〕


●人格の尊厳〔p.103〕

目的の国
・人格は、単なる手段となることのない〔　　　　　　　　　　〕
→人間は人格として絶対的価値をもつから尊い
・各人がたがいの人格を目的として尊重しあうことで結びつく、人類究極の理想の社会＝〔　　　　　　　　〕
→戦争のない〔　　　　　　　　〕の世界
…20世紀の国際連盟や国際連合の先がけとなる構想memo
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